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今月のおもな記事

。輝く保健文化裁の栄作（幼

。第9回青年の船に

参加して……（3)

。第5回朝日町議会一仏）（5)

。朝日町長寿.付...・ H ・・・（8)

。循環穏健康喜多断から…（ll)
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‘
武
者
絵
と
い

絵
馬
の
国
柄
の
な
か
で
も
武
者
絵
と
い
わ
れ
る
も

の
が
多
い
。

桜
町

・
八
幡
祉
の
こ
の
絵
も
武
者
絵
の

一
つ
で
、

縦
M
・
5

H
Y
、
繍

η
・
5

Hγ
の
杉
板
に
倭
彩
色
に
描

じ
ん
ぐ
う
こ
う
ど
う

か
れ
た
神
功
出
店
の
新
縦
征
討
図
で
あ
る
。

四
世
紀
の
中
頃
に
な
る
と
大
和
朝
廷
は
朝
鮮
半
島

へ
の
進
出
を
行
っ
た
。

乙
の
頃
に
神
功
皇
日
が
新
制
服
を
た
い
ら
げ
た
と
い

う
話
が
あ
る
。

句
申
う
あ
レ

山
后
は
夫
の
仲
良
天
皇
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
、

国刀

た
け
し
う
匂
の
す
く
わ

の
姿
を
し
武
内
宿
禰
と
い
う
五
朝
に
つ
と
め
た
伝
説

的
な
古
代
有
数
の
功
臣
を
従
え
て
朝
鮮
へ
出
兵
し
た

神
功
皇
后
新
制
服
枇
川
阿
は
ζ

の
袋
線
を
描
い
た
も

の
で
あ
る
。

く

た

ら

な

心
情
さ
や
の
た
ち

百
済
の
王
僚
が
七
校
刀
を
た
て
ま
つ
っ
た
の
も
こ

の
頃
だ
っ
た
。

い
そ
の
か
4

左
右
に
三
本
づ
っ
校
の
出
た
七
校
刀
は
、
今
一れ
上

し
匂
し
と
う

得
社
に
あ
る
七
支
刀
と
い
わ
れ
て
い
る
。

お
う

古
代
の
歴
史
を
物
語
る
乙
の
絵
．ぬ
は
、
慶
応
元
年

秋
の
中
旬
に
奉
納
さ
れ
、
奉
納
者
は

「
鉄
砲
所
」
と

な
っ

て
い
る
。

絵
応
の
筆
者
は
告
か
れ
て
い
な
い
が
、
筆
法
か
ら

c
tゅ
う
き
しV

い
っ
て
幕
末
に
活
躍
し
た
画
家
の
古
州
斉
（
4
月
号

神
ぬ
図
参
照
）
の
絵
と
お
も
わ
れ
る
。
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町
ぐ
る
み
健
康
”つ
く
り
の
成
果

第
引
回
似
位
文
化
臼
（
第
一

生
命
主
舵

厚
生
省

・
N
H
K
厚
生
文
化
事
業
団

・
朝

日
新
聞
厚
生
文
化
事
業
団
後
毘
〉
の
受
位

者
に
朝
日
町
が
選
ば
れ
、
そ
の
間
引
誌
が

9
月
訂
日
、
東
京
・
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

保
健
文
化
貨
は
、

保
健
衛
生
を
実
際
に

著
し
く
向
上
さ
せ
た
団
体
ま
た
は
偶
人
、

保
健
衛
住
の
向
上
に
将
し
く
寄
与
す
る
研

究
ま
た
は
発
見
を
し
た
団
体

・
個
人
に
贈

ら
れ
、
保
健
衛
生
部
門
の
文
化
勲
訟
と
も
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言
え
る
権
威
の
あ
る
賞
で
、
今
年
度
は
問

団
体
、
4
個
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

今
回
、
朝
国
町
が
受
賞
し
た
の
は
、
結

咳
・
成
人
病
予
防
活
動
を
中
心
と
す
る
、

長
年
に
わ
た
る
町
ぐ
る
み
健
康
づ
く
り
活

動
の
成
果
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

贈
呈
式
に
は
中
川
町
長
が
出
町
、
厚
生

大
臣
か
ら
表
彰
状
、
第
一

生
命
か
ら
は
感

謝
状
と
賞
金
制
万
円
、
更
に
N
H
K
、
朝

日
新
聞
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た。

ま
た
、
贈
呈
式
の
翌
お
日

は
、
受
賞
者
は
皇
居
に
診
内

し
て
、

天
皇
・
皇
后
間
陛
下

か
ら
今
日
ま
で
の
功
績
を
た

た
え
、
今
後
一

一層
の
活
動
を

期
待
す
る
お
言
葉
を
賜
わ
り

ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
栄
え
あ
る
受

賞
は
、
ま
さ
に
町
民
令
．
体
の

努
力
の
賜
物
で
す
。
ζ

の
貨

を
誇
り
と
励
み
に
、
健
康
で

明
る
い
町
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
て
、
町
ぐ
る
み
一
体
と

な
っ
た
活
動
を
、
よ
り
前
向

き
に
怠
長
く
前
進
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
写
真
は
、
贈
呈
式
で
厚
生

大
医
表
彰
を
受
け
る
中
川

町
長
）
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V

る

、
総

幼

指

能

川

町

ん

し

み

町

る

臼

掛

配

V

～

け

。

会

る

乳

児

保

和

じ

、
組

目

。

「

な

朝

似

を

吋

～

ぉ

J

議

す

種

幼

子

昭

の

動

り

朝

子

る

と

「

保

名

～

切

に
抱

臨

と

火
一
乳

母

、

ら

活

取

「

超

す

似

る

ら

l

、

～

下

突

進

め

、
．

、

に

か

除

た

る

に

議

の

な

か

土

A

（

県
て

縫

じ

と

似

進

特

期

駆

っ

す
動

密

動

と

度

養

A

孔

（

つ

。

普

は

も

妊

推

、

年

虫

な

。

と

活

函

活

点

年
栄

r

r

施

よ

成

改

を

。

の

る

を

し

幼

。

告

と

J
点

ら

企

践

拠

M
の

い

V

実

に

結

活

導
る

力

よ

動

立

、

る

生

体

言

重

か

を

o
実

の

和

任

日

）

を

前

中

を

生

指

い

協

に

活

確

て

い

衛

一

宣

の

度

動

置

り

動

昭

専

γ

γ

芯

治

主

食

盤

て

は

ど

た

を

し

て

、
と

市

制

年

活

設

く

。

柄

、

り

ソ

ソ

険

検

議

、

栄

し

的

な

っ

制
純

つ

動

純

都

当

日

り

を

づ

成

り

め
く

～

）

団

は

協

に

悶

進

笛

設

な

体

実

闘

運
組

康

を

、

く

」

康

結

く

た

づ

、

、

集

後

進

題

巡

般

公
開
と

ふ

を

を

化

毘

健

助

定

づ

会

健

J

づ

る

康

h

h

斜

以

惟

主

、

を

の

の

体

検

査

療

美

地

実

「

予

策

康

議

み

会

索

。

図

健

ー

ム

人

、

苗

を

て

動

公

級

一

。

合

倹

治

土

に

充

て

病

を
健
宮
川
る
議

陀
設

を

の

u

r

m
仰
で

改

活

つ
活

川

学

と

る

総

似

朗

町

等

備

会

人

」

の

動

ぐ
協

の

建

笑

民

山

い

で

り

活

生

な

島

伝

説

員

い

に

の
初

、
動

骨量
滋

成

園

町

活

町

生

町

・」

充

住

山

川

散

ま

生

食

と

改

剥

母

進
て

後

て

、

め

運

の

町

、
計

、

盟

、

街

、
一
の
－

J

J

o

町

始

食

の

体

店

街

、

縫

め

対

め

見

じ

理
。

制

月

月

動

月
管

月

蝕

月

ク

制

と

ソ
た

に

の

に

防

一

生

時

や

促

努

を

初

発

は

管

る

体

3

H
活

4

康

5
保

3
・J

体
由
民

M

ザ
げ

作

品

動

年

予

と

食

、

実

保

に

従

で

販

を

正

い

進

年

年

毘

年

他

年

町

年

セ

動

明

、

、
あ

れ
険

活

崎

病

会

々

動

会

充

子

上

動

生
下
事

動

集
適
て

権

問4

臼
待
出
町
日
目
白
川
健
活
の

，
を

和

団

警

応

人
人

的

活

仰

の

母

向

活

、

間
以
の

活

事

的

し

り

和

利

間
取
和

U
和

朝

如

保

の

針

。

ん

ん
市中
間
集

改

昭

成

制

合

鍵

広

み

に

の

鍵

童

ら
忠

生

帰

化

進

〈

附

昭
他

昭

朝

間

「

昭

町

町

1
置

ム

保

町

検

等

恕

保

川
ん
か
疾

衛

清

浄

縫

づ

～

ザ

4

生

1・
2

子

児

導

忠

校

年
臓

境

川

を

康

1・
2

3

ι

3

p

q

…

～

食

傷

学

環

am

み

内

展

げ

、

し

改

事

歴

区

実

的

、

る

員

果

診

～

る

町

を

あ

れ

障

に

工

業

。

地

を

合

動

い

委

結

受

A

A

ぐ

、

み

を

さ

活

J

W
作

廊

ル

動

総

活

て

生

の

高

戸

－

｜
｜

｜

り

組

一

平

成

て

会

ネ

鹿

実

デ

活

の

導
し
衛
み
の
め

。

「
J
J」

等

図

り

玲

結

し

人

ン

粉

を

モ

な

て

指

進
健

組

%

V

一主
一

一

動

進

を

取

受

が

と

婦

ト

上

。

品作
り

的

め

後

縫

保

り

3
u

v

一
泊
刈

一

活

縫

突

の

高

会

依

町

、

以

る

検

く

合

初

事

に

（

取

4

V

～
一

些
京

一

生

続

充

け

の

人

蒙

日

て

年

い

器

づ

総

で

た

的

会

た

m
v

v

一．
刊行

一

衛

継

の

か
台

婦

昨
朝

し

1
て

卸

康

る

下

し

僅

内

つ

沼

v

v

一
広

一

ミ

境

り

噴

制

ぴ

%

防

践

る

力

、

し

循

位

す

県

民

積

町

な

糾

～

一
h
u－
－

写

環

た

3

体

呼

町

予

実

守

協

い

胞

の

の

と

む

微

を

、

と

5
h

一
世田
F

一

わ

診

診

～

肢

の

を

と

行

実

厳

区

点

合

て

動

に

体

ム

F

一
む
と

一

事

仰

に

実

検

受

的

結

般

康

所

を

を

町

地

重

を

せ
活
と

一

w
d

ム

一
円
三

一

1
・

保

期

の

た

に

て

金

位

他

査

導

て

い

を

査

わ
育
も
と

－
U

H

一
uE
司
一

－

t
子

長

4
H

防

つ

常

け

動

「

保

調

指

け

U
防

検

あ

教

を

餓

卯

一

U

一

日

一

蘭

母

を

重

予

な

で

が

活

ら

部

眼

健

が

で

予

液

、
の
力
組

度

一

一
干
し

一

動

絞

と

ま

先

り

か

黒

実

保

先

ま

病

血

施

め

協

区

年

ザ

守

一
．

1
一

監

防

活

舌

結
体

在

に

く

度

、

の

と

に

年

人

、

実

た

的

地

日

v

v

一
守
A

一

刻
山

予

り

、

〉

、

一
現

下

づ

年

ら

者

診

下

刊

成

ら

を

の

面

等

は

』

一
ト
L
一

病

く

ら

と

降

県
飯
日

か
歴
検

川町

ら

、

か

診
上
全
会
で
句

、
一

倒
闘

一

人

づ

か

会

以

に

鍵

（

度

楽

師

、
か

て

度

検
向
の
人

診
F

ご

R
一

成

康

年

人

仔

。

年

の

。

年

作

ん

動

年

年

し

年

認

識
会

婦

検
P

ム
一

4uH
一

、

位

動

詑

婦

制

る

刊

町

る

。

臼

箆

じ

活

お

川町

定

日

環

意

師

、
穏
〈

日

「

l
l」

防

な

活

和

、

、

い

和

後

い

）

和

粉

の

防

和

和

指

。

和

循

康

医

）

環

…

‘

予

的

防

間
会
開
て

間

以

て

称

昭

等

者

予

岡

昭

を

施

悶

な
健
町
等
循
一

該

会

予

病

結

総

緩

：…

；

3
．

人

仁

；

3

4

の

結

成

、
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四
つ
の
現
代
化
に

国
あ
げ
て
の
姿
勢

鰐 29 0号

「
独
立
自
主
．
自
力
更
正
」
「
学
習
学

習
首
門
学
習
」
な
ど
、
問
人
組
打
倒
後
の
中

国
の
街
並
は
こ
の
よ
う
な
活
字
が
ど
乙
で

も
見
ら
れ
、

国
家
あ
げ
て
の
四
つ
の
現
代

佑
（
農
業
、

工
業
、
料
学
、
間
前
｝
に
国

民
の
目
、
と
り
わ
け
中
国
青
年
の
視
線
に

は
国
づ
く
り
に
対
す
る
熱
い
療
努
が
う
か

が
わ
れ
た
。
乙
れ
は
、
第
9
阿
富
山
県
行

年
の
船
に
朝
日
町
か
ら
診
加
ぎ
れ
た

6
0引

の
方
の
中
闘
で
の
第
一

印
匁
で
、
日
中
日
以

好
と
国
際
親
尽
を
テ
1
マ
に
、

7
月
7
け

か
ら
は
川

nま
で
、
旅
穴
、
鴻
川
刷
、
宍

m、

北
京
の
回
大
応
市
を
訪
問
し
た
も
の
で
、

次
の
よ
う
な
報
告
を
い
た
だ
い
た
。

ひ

＜京一歩l草然烈歓迎〉…・・大連港「だいれん）

1 ；.国でのm初のあ：：u地は、泌トこ閉まれた自易lj'~ ：であ
る係人iii、行俸の号｛｝ー行を乗せた flこ ぐ ほんλJ が）~ ·］
；注！こ接ti！、約 200人の小学3年生が、色とりどりの7f.給
をかざして「ロリェホワンインj （ほんとにようこそ）

と~：~.1u.1；迎を受けました。

I ii‘E ... mi・ 

－－  
ギ ゐ

． 
－ 

さ

中
国
を
訪
問
し
て

日
中
友
好
第
九
回
富
山
県
青
年
の
船
報
告

あ報広
li'lfe32草 S月 8日
’~ 311.使鋤a町．

＜スポーツ交倹＞……滞脇市（しんよう〉

.,r,臨iii：主、また中国東」じ地rJの経済、交通、文化の中

心~包で必~省体育自では、中国同年と卓球、 パレーボ
ーJレ乃交i丸式合が行われ、お ~i.にユ エmウ一 人を交換す

るなど；羽田のぶ~.nu置をさらに深めた。

くじゅうたんエ喝＞……天ll!di（てんしん）

ノ~lf! rlil立1じJ； （の門戸で、 rょたちがお'l\J したてmじ令う
たん工協では、色とりどりの花をあしら R たじゃう之

んがひときわけにつき、また切込みをして立体感もあ
って、その柿巧がうかがえました。

この工場には約1.400人の労働包のうち女性がら却を

占めているとのことでした。

く~~単射費量訓練＞……旅犬di （りよだい）
'1~ ねlj紅衛小学佼では、 4 q=、5q:の！日 •11が、小絞を

使った＇1（（事訓練で良さ90メー卜 Jレの僚的を惣ち沼してみ

せた燭面ば、日本では想像もつかないζ とで、国防の心

情えが幼れときから教えられているζとは、つねに国泣

をはさんで隣国と緊張明係にある中国の獲がうか乙・：乙
＠、．
8』。

く万里の長簸＞……北京郊外（ペきん〉

判 jから見える地球上の唯・の建物。といわれる万里

の長級、高さ6 . 6 .~ ートJレ、山のあいだ~！Ill りくねって
起伏している長級の盛は、まるで顕と’ピの見えないi斗
屯のようで、壮麗をきわめています。 F長城に到IJ.~こらず

んば好却に非ずJ とは毛主：rr,の沈んだ詰．つ－－i~iです。

く記念裕樹＞……北般公園（ほくりょう）

第二の訪問地洛陽市は、上海、北京、天津につぐ中国

第四の都市で、市内には清朝にまつわる旧跡が多く、
花股公闘では、 i写年の高｛｝訪問を記念し、記念悩聞か！？

われた。

一ー
富
山
県
青
年
の
船
｜｜一

「

報
告
会
案
内
l
一

広
年
7
月
1
日
か
ら
7
月
初
日
ま
で
第

g
目
白
山
山
首
年
の
船
に
川
明
日
町
派
遣
団

員
と
し
て

7
%が
参
加
し
、
中
国
・

ア
メ

リ
カ
の
研
修
を
終
え
て
無
＠
帰
国
し
ま
し

た。
こ
の
ほ
ど
川
修
記
録
の
写
真、

ス
ラ
イ

ド
の
燃
児
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、
町
民

の
み
な
さ
ん
に
川
修
の
成
巣
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。

一
、
白

川山
内
幻
自
〈
土）

午
後
1
時
泊
分
J
2
時

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

朝
日
町
派
遣
団
員

ft’t 

一
、
場
所

て
報
告
者

(3) 
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五
十
三

年

度

般
会
計
決
算

十
二
議
案
を
可
決

・・・・・圃圃・

な
ど

｜
｜
第
五
回
町
議
会
定
例
会
ー
ー

鎗
あ
ら
ま
し

総

間
和
U
J
年
度
第
5
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、
9
月
刊
日
か
ら
お
臼
ま
で
の

会
期
を
は
臼
聞
と
し
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
間
和
日
年
度
朝
日
町

一
般
会
計
決
算
を
は
じ
め
、
議
案
ロ

件
を
そ
れ
ぞ
れ
認
定
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、

請
願
・
陳
情
の
審
査
の
結
果
は
、
探
択
1
件
、
継
続
5
件
と
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

さ報………あ

9
月
刊
日

9
月
目
白

9
月
日
日

9
月
げ
日

9
月
間
日

9
月
四
日

9
月
加
日

9
月
引
日

圃和32• a月 8日 庁・
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9
月
辺
日

9
月
幻
日

9
月
目
白

9
月
お
日 審

程

議

日

開
会

（
会
期
の
決
定
、
町
長

の
提
案
理
由
の
説
明
）

休
会

休
会

休
会

本
会
議

（
議
案
説
明
）

本
会
議
（
質
疑
、
一
般
質
問
）

本
会
議
（
一
般
質
問
）

殿
山出
厚
生
委
員
会

産
築
建
設
委
員
会

総
務
教
育
委
員
会

体
会

休
会

本
会
議
、
委
員
長
報
告
、
氏

疑、

討
論
、
表
決

可
決
さ
れ
た
も
の

V
決
算
（昭
和
日
年
度
）

l＇、
専匹、号、v

内定

ム玄

ふ
l

s
．

z
zロ
ザ
を
K
M

・
朝
日
町
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

談

特

別

ム
玄

4
l
 

－－＝
ロ
タ

－
例
H
町
国
民
舵
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算

－
朝
日
町
国
民
位
脱
保
険
診
療
施
設
問
川

診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
朝
日
町
国
民
他
民
保
険
診
療
施
設
宮
崎

ぷ
療
所
特
別
会
計
歳
入
蔵
出
決
算

・
明
白
町
国
民
他
康
保
険
診
出
施
設
境
診

療
所
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算

－
朝
日
町
南
保
外
二
地
区
用
水
特
別
会
計

総
人
歳
出
侠
算

・
朝
日
町
加
疎
奨
学
資
金
符
別
会
計
歳
入

政
出
決
算

一企

業

ム
冨

計
審

－
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
決
算

V
予
算

・
問
和
制
作斗
度
朝
日
町
一
般
会
計
矯
正
予

算
（
第
2
号）

V
条
例

（
一
部
改
正
）

－
朝
日
町
国
民
健
康
保
健
条
例
一
部
改
正

の
件

V
同
意

・
朝
日
町
教
育
委
員
会
の
委
員
を
任
命
す

る
た
め
同
意
を
求
め
る
件

請
願
・
陳
情

採
択
に
な
っ
た
も
の

－
チ
ビ

ッ
コ
広
場
の
新
設
に
つ
い
て（下

野〉

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

－
栄
町
会
館
怨
設
に
か
か
る
助
成
金
に
つ

い
て

・
部
滋
公
民
館
建
設
に
か
か
る
助
成
に
つ

い
て
（
綴
選
）

・
漁
船
停
泊
所
の
設
置
に
つ
い
て

・
高
速
兆
陸
自
動
車
道
境
地
以
海
岸
路
線

の
変
更
に
つ
い
て

議

常
任
委
員
長
報
告
よ
り
守

主
総

務

委

員

会

付
託
祭
件
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お
り
可

決
と
決
定
。

請
願
の
栄
町
会
館
お
よ
び
積
道
公
民
館

建
設
に
か
か
る
助
成
に
つ
い
て
は
町
助
成

益
準
の
設
定
な
ど
研
究
の
必
要
が
あ
り
継

続
審
査
と
決
定
し
た
ν

ま
た
審
査
の
過
程
に
お
い
て
町
駿
員
あ

る
い
は
教
員
で
兼
業
に
従
事
す
る
者
に
対

し
、
管
理
者
は
適
切
な
指
導
管
理
を
は
か

ら
れ
た
い
旨
要
望
が
あ
っ
た
ζ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

約
環
境
厚
生
委
員
会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お
り
可

決
と
決
定
。

請
願
の
チ
ビ
ッ
コ
広
場
の
新
設
に
つ
い

て
は
願
意
妥
当
と
し
て
採
択。

ま
た
審
査
の
過
程
に
お
い
て
国
民
年
金

事
務
等
電
算
化
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は

デ
ー
タ
ー
を
有
効
に
利
用
さ
れ、

事
務
の

簡
素
化
と
合
理
化
に
努
め
ら
れ
た
い
と
と

環
涜
衛
生
砲
の
公
害
調
査
に
つ
い
て
は

特
に
河
川
の
水
質
な
ら
び
に
汚
殺
の
原
因

な
ど
調
査
に
努
め
ら
れ
た
い
ζ
と
な
ど
の

袈
望
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た

J

産
業
建
設
委
員
会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
原
案
の
と
お
り

可
決
と
さ
れ
た
。

陳
情
の
漁
船
停
泊
所
の
設
定
に
つ
い
て

は
調
盗
検
討
の
必
要
か
ら
継
続
審
益
。

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
都
市
計

側
出
路
事
業
の
市
街
地
に
お
け
る
住
宅
移

転
を
制
極
的
に
促
進
さ
れ
た
い
こ
と。

ま
た
、
寺
川
支
線
の
改
修
に
あ
た
っ
て

は
曲
折
箇
所
の
改
良
に
努
め
ら
れ
た
い
な

ど
の
窓
見
が
あ
っ
た
旨
報
告
さ
れ
た
。

(4) 

一
般
質
問
の
中
か
ら

郵

便

配

達

質
問

山
崎
地
区
の
郵
便
配
達
が
舟
見
局

扱
い
の
た
め
、
お
く
れ
る
よ
う
で
あ
る
が

泊
郵
便
局
か
ら
配
速
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
。

答
弁

郵
政
局
で
は
事
情
も
あ
る
や
に
聞

い
て
い
る
が
で
き
る
だ
け
努
力
し
た
い
。

都
市
計
画
道
路
の
促
進

質
問

都
市
計
岡
街
路
市
’
業
の
促
進
に
つ

い
て
も
っ
と
集
中
的
に
績
極
的
に
取
り
組

む
考
え
が
な
い
か
。

答
弁

市
街
地
の
家
屋
移
転
対
象
者
に
は

所
々
に
代
替
用
地
を
求
め
交
渉
を
進
め
て

い
る
。応

力
を
か
け
て
促
進
し
た
い
。

中
小
企
業
対
策

質
問

原
油
の
値
上
、
物
価
の
高
勝
、
金

融
の
引
き
締
め
な
ど
中
小
企
業
へ
の
影
響

が
大
き
い
と
思
う
が
こ
れ
の
対
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁

中
小
企
業
の
融
資
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
が
窓
口
と
な
っ
て
お
併
話
し
て
い

る
が
鼠
近
の
金
利
高
等
の
面
か
ら
も
今
後

さ
ら
に
削
資
わ
く
の
拡
大
を
は
か
つ
て
行

き
た
い
。
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答
弁

町
品単独
貨
を
つ
ぎ
た
し
て
の
巨
人

い
ζ
い
の
家
の
d
ほ
に
つ
い
て
は
考
え
川

し
た
い
。

ま
た
修
盟
費
に
つ
い
て
は
利
子
補
給
を

案
と
し
て
考
え
て
い
る
。

水

稲

転

作

質
問

水
稲
転
作
は
楽
仲
ゅ
は
%
の
減
反
と

聞
い
て
い
る
が
事
実
と
す
る
と
農
家
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
街
揮
万
針
金
も
っ
て
い

る
か
。

答
弁

流
動
的
で
は
あ
る
が
燥
の
回
線
印

積
か
ら
縫
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
転
作

作
物
は
大
豆
よ
り
表
を
指
噂
し
た
い
3

統
合
中
学
へ
の
通
学
路

質
問

ス
ー
パ
ー
底
辺
の
完
成
が
お
く
れ

た
樹
合
、
統
合
中
学
校
へ
の
通
学
路
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

ひ一一

答
弁

既
設
の
道
路
で
通
学
ル
1
ト
を
倹

討
し
て
行
き
た
い
。

学

校

教

育

さ

質
問

点
越
し
た
学
佼
教
育
に
対
す
る
教

育
長
の
指
導
万
針
と
抱
負
を
聞
き
た
い
。

報…・守一一あ

答
弁

人

聞
を
育
て
る
教
育
の
三
本
柱
と

し
て
知
宙
開
、

徳
育
、
体
育
の
中
で
尊
敬
さ

れ
る
人
聞
を
育
て
る
た
め
に
は
学
校
教
育

だ
け
で
な
く
家
庭
教
育
、
社
会
教
育
、

三

位

一
体
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
立
派
な
人
聞

が
生
ま
れ
る
よ
う
努
刀
し
た
い
。

帽拘32畢 8月aa ..... 
・・・・・・・・---. 3・・E使・.可一一一－一一ー一一 IA 

老
人
い
こ
い
の
家

質
問

符
地
隊
、

部
路
公
民
館
と
老
人
い

こ
い
の
家
の
存
続
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

過
疎
化
対
策

質
問

過
鋭
化
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答
弁

人
口
の
精
加
に
は
働
く
場
一吋
と
花

み
よ
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

立
地
的
に
工
場
用
地
を
求
め
る
こ
と
は

則
怖
で
き
な
い
が
環
涜
を
よ
く
し
、
住
み

よ
い
町
に
し
て
行
き
た
い
。

臨
時
職
員
の
採
用
は

質
問

臨
時
服
凸
を
ど
の
よ
う
な
筏
準
で

ほ
用
し
て
い
る
か
。

答
弁

臨
時
開
口
印
刷
の
活
情
唱
を
設
け
、

市中
務
の
内
容
、

年齢刷
、
性
別
等
に
よ
り
行

っ
て
お
り
、
却
期
間
契
約
と
し
て
い
る
。

回

「全国防犯運動 I 

I 10月11（木）～ 10月20（土）」

3 第

国
民
年
金
の

請
求
を
忘
れ
ず
に

国
民
作
金
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
給
付

が
あ
り
、
加
入
者
の

n常
生
活
の
安
定
と

老
後
の
く
ら
し
の
さ
さ
え
と
な
っ
て
い
ま

す
。

－
老
齢
年
金

／
／
的
成
よ
り
支
給

．
通
算
老
齢
年
金
＼
＼

〈原
則
と
し
て
〉

・
臨
省
年
金

｜

｜

間

宮

者

に
支
給

－

m尚
子
年
金

／
J
V
母
子
家
庭
に
支
給

・
準
服
子
年
金

＼

－
遭
兇
作
金

・
寡

M
年
金

・
死
亡
一
時
金

｜
｜
孤
児
に
支
給

l
i募
制
に
支
給

！
l
年
金
を
受
け
ず
に

亡
く
な
っ
た
と
き

遺
族
に
支
給

こ
れ
ら
年
金
は
本
人
が
「
支
給
請
求
」

両
隣
互
い
に
か
け
あ
う
声
と
カ
ギ

自
転
車
は
カ
ギ
と
名
前
が
よ
い
見
張
り

を
し
て
、
初
め
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
－

か
ら
該
当
す
る
と
忠
わ
れ
る
万
は
、
間
半
め
－

に
役
場
の
年
余
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
閣

だ
さ
い
。

同

年
金
の
受
給
は
保
険
料
を
納
め
て
い
る

こ
と
が
条
件
で
す
か
ら
、
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

在
職
通
算
老
齢
（老
齢
）

年
金
の
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
か

貸
方
は
現
任
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

て
印
級
以
上
で
あ
れ
ば
、
動
濁
し
て
お
ら

れ
る
甲山
で
、
給
制
桝
が
月
額
M

門
万
E
千
円
未

満
か
ど
う
か
僚
か
め
て
く
だ
さ
い
。

も
し
該
当
す
れ
ば
さ
っ
そ
く
社
会
保
険

窃
務
所
〈
勤
務
先
の
厚
生
年
金
の
係
か
町

の
圃
民
年
金
係
に
相
談
さ
れ
て
）
へ
年
金

の
受
給
手
続
を
し
ま
し
ょ
う
。

付
加
年
金
に

加
入
し
て
い
ま
す
か

定
額
が
月

3
、
3
0
0円
で
す
が
、
さ

ら
に

4
0
0円
多
く
納
め
る
手
続
を
し
ま

す
と
、
付
加
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
。

と
の
付
加
年
金
に
加
入
し
て
4
0
0
円

多
く
納
め
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
将
来
、
数

十
倍
に
な
っ
て
も
ど
っ
て
き
ま
す
。

納
め
た
一
カ
年
に
つ
き
、
月
2
0
0円

の
制
合
で
加
算
し
た
年
金
が
受
け

ら
れ

ま
す
。た

と
え
ば、

お
年
間
継
続
し
て
納
め
た

と
し
ま
す
と
、
月

5
、
0
0
0円
が
年
金

に
加
算
さ
れ
ま
す
。

加
入
の
手
続
は
、

国
民
年
金
係
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

n
h仙お、
作
金
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
地
民
国
民
年
余
餐

買
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
余
係

〈
舎
3
日
1
1
0
0
内
線

四
）
魚
津
社
会
保
険
取
務
所
（
雪
0
7
6

5
日
目
リ
1
4
6
4
）
で
す
。

10同は 「ガん制圧月間」
叩
月
1
日
か
ら
れ
日
ま
で

中
高
年
齢
者

一
雇
用
促
進
月
間

中
高
年
齢
者
を

活

用

し

よ

う

ω月
1
日
か
ら
幻
臼
ま
で
は
、
中
高
年

齢
名
雇
用
促
進
月
間
で
す
。

労
働
省

・
旧派
で
は
高
飴
化
社
会
に
対
応

す
る
た
め
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
に
よ

り
服
用
を
高
め
た
事
業
主

・
中
高
年
船
者

の釘
M
t
に
九
種
の
奨
励
金
、
援
則
資
A
W
制

度
を
設
け
、
服
用
の
促
進
に
努
め
て
い
ま

す。
大
い
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
江
細
に
つ
い
て
は
、

品開路
公
共

時
紙
業
安
定
所

〈舎
0
7
6
5H
M
J
0
3

6
5）
ま
た
は
朝
日
分
室
（
舎
2
1
0
1

9
8）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

(5) 
2
0
1
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m月
日

日

は

－

「
｜
消
火
競
技
大
会
｜
｜
一

下
・
中
新
川
地
区
危
険
物
安
全
協
会
主

催
の
消
火
実
験
お
よ
び
、
消
火
器
に
よ
る

消
火
競
技
大
会
を
次
の
要
領
で
実
施
し
ま

ず
か
ら
、
町
民
の
皆
犠
多
数
観
覧
く
だ

さ
い
。

’IJ 2 9 0’－ 
マ
日
時
昭
和
日
年
叩
月
日
円
〈
火
〉
午

後
1
時
初
分
よ
り

（小
雨
決
行
）

〈
目
白
が
風
雨
の
編
合
は
行
日
、

が
風
雨
の
場
合
は
中
止
〉

17 
日

ひ．

マ
場
所

朝
日
町
大
家
庄

業

（株
）
資
栃
置
場

小
川
建
設
工

さ

火
事
と

ま
ち
が
わ
な
い
で
／

ーあ

消
防
団
が
秋
季
演
習
を
次
の
要
領
で
尖

施
し
サ
イ
レ
ン
を
吹
嶋
し
ま
す
の
で
火
災

と
間
違
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

報昭和32年 8JI 8日 付a

...• 3・・6使勧毘可一一－ μ 入

・
日
時

日
月
4
日

（い
）

－
場
所

朝
日
町
全
域

・
時
間

午
前
了
時

（
演
町
内
招
集
信
号
）

午
前
8
時
叩
分
t
午
前
日
時
叩

分（
消
州
車
サ
イ
レ

ン
次
川
立
回
）

な
お
、

当
日
午
前
8
時
加
介
か
ら
午
前

日
時
泊
分
ま
で
の
閥
、
町
内
全
域
で
消
防

車
が
放
水
訓
練
を
行
い
ま
す
の
で
、
洗
た

く
物
な
ど
が
儒
れ
な
い
よ
う
註
怠
し
て
く

だ
さ
い
。
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－l
第

4
回
朝
日

町

一

「
｜
錦
鯉
品
評
会
｜
｜
一

朝
日
町
錦
鯉
史
好
会
で
は
、
文
化
祭
の

行
事
と
し
て
錦
鯉
の
品
評
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
町
民
の
皆
後
よ
り
多
く
出
品
し
て

い
た
だ
き
、
よ
り
多
く
の
人
に
観
賞
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
観
賞
者
（
希
望
者
）
の
方
に
鯉
の

稚
魚
を
無
料
何
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。

。
主
催

朝
日
町
錦
鯉
愛
好
会

泊

駅

に

盆

栽

展

朝
日
町
の
玄
関
を
き
れ
い
に
し
、
明
る

く
楽
し
い
駅
と
し
て
速
く
か
ら
訪
れ
る
観

つ
J』

nuηJ』

八
V
日
時
日
月
3
日
（
土〉

て

搬

入

午

前

7
時

t
午
前
9
時
ま
で

て

審

査

午

前

9
時

t午
前
日
時
ま
で

一
、
一
般
公
開

午
前
日
時

t
午
後
3
時

叩
分
ま
で

。
湯
所

朝
日
町
福
制
セ

ン
タ
ー

。
出
品
斜
一
尾

六
O
O円

出
品
者
会
員
の
方
に
参
加
賞
を
お
渡

し
い
た
し
ま
す
。

出
品
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
荒
川

水
野
隆
（
雪
2
H
1
4
2
1）
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

(6) 

※ ※ 光
客
や
毎
日
通
勤
さ
れ
る
旅
客
の
旅
情
を

な
ぐ
さ
め
朝
日
町
の
イ
メ
ー
ジ
に
好
評
の

話
題
を
な
げ
か
け
よ
う
と
、
こ
の
ほ
ど
町

内
の
有
志
の
か
た
が
た
が
然
殺
霞
台
を
寄

附
し
行
自
が
日
頃
か
ら
受
蔵
し
て
い
る
盆

裁
を
展
示
し
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

明
庄
の
棚
の
上
に
は
対
品
、
逸
品
が
多

く
寝
不
さ
れ
、
列
車
に
乗
n
遅
れ
そ
う
に

な
り
は
が
ら
も
シ
ー

ツ
と
見
と
れ
た
ま
ま

立
ち
去
り
難
い
思
い
を
し
て
い
る
客
も
あ

り
、
駅
員
も
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
見
守
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

な
お
、
こ
の
企
画
に
は
次
の
方
々
の
ご

協
刀
が
あ
り
占
ま
し
た。

。
凶
台
管
制
民
官

栄
町

九川
町
輝
総
さ
ん

土
井
和
助
さ
ん

南
保

＠
徐
被
提
供
者

栄
町

宮
出
竹
松
さ
ん

品
周
俵
輝
雄
さ
ん

年。

町

大
和
マ
ツ
エ
さ
ん

大
井
む
ら
さ
ん

平
柳
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新
川
地
区
ス
カ
ウ
ト
ラ
リ
l

り
同
日
に
城
山
で

日
本
ポ
1
イ
久
カ
ウ
ト
朝
日
第
一

団
が

間
和
凶
年
に
結
成
さ
れ
て
か
ら
、
初
周
年

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、

叩
月
刊
日

（什
）

「
新
川
地
区
ス
カ
ウ
ト
ラ
リ
l
」
が
富
山

県
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
発
作
の
地
で
あ
る
朝

日
町
城
・
凶
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
朝
日
町
、
入
善
町
、
魚
津
市
、

滑
川
市
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
が
、
叩
時
刊

分
、
中
央
農
協
A
コ
1
プ
前
を
出
発
し
、

荒
川
通
り
を
経
て
宮
本
町
三
差
路
地
点
ま

で
、
市
中
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。

な
お
午
後
は
域
山
に
お
い
て
、

記
念
式

典
や
ス
カ
ウ
「
ラ
リ
1
等
を
実
施
し
、
新

川
地
区
ス
カ
ウ
ト
が
友
情
と
相
互
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
地
区
ス
カ
ウ
ト
亮
展

の
決
意
を
新
た
に
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す。

新
川
地
区
少
年
少
女
の
つ
ど
い

el
朝
日
町
か
ら
少
年
五
団
体
参
加
！

... . ........ .. 写

品~~：：－~·！a1~.：議踊？
..ム ム.~ムムムよ 多

作’重量盤｛：i
少
作
団
体
の
促
全
育
成
を
願
い
、
ま
た

国
際
川
ん
引
年
を
ふ
ま
え
て
、
新
川
地
区
少

年
団
体
活
動
綬
興
協
議
会
の
主
催
で
、

9

月
9
臼
（
臼
）
、
「
黛
部
青
少
年
の
家
’
一

の
広
場
で、

「
新
川
地
区
少
年
少
女
の
つ

ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当い
に
は
利
M
町
か
ら
児
市
ク
ラ
ブ
刊
h
F

ポ
l

イ
メ
カ
ウ
ト
ね
〆
、

久
ポ
l
ツ
少
年

同
却
ケ
ペ
‘
少
年
前
防
ク
ラ
プ
川
u
h
、
み
ど

り
の
ア
係
団
叩
角
、
計
1
c
o
u
h
が
り什団

体
の
ユ
－
一
ホ
l
ム
を
担
刷
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
間
以
ぞ
先
闘
に
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
は
、
作
間
体
よ
り
日
頃
の
活
動
や

訓
練
の
紹
介
な
ど
の
発
表
が
あ
り
、
午
後

か
ら
は
参
加
名
全
闘
に
よ
る
「
ゲ
ー
ム
広

場
」
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
厳
に
は

「
団
体
活
動
制
介
川
町

示
コ
ー
ナ
ー
」
が
設
け
ら
れ
、
行
団
体
の

相
互
理
解
が
悶
ら
れ
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
参
加
者
企一
慣
が
備
に
な

り
、
腕
を
組
ん
で

「
別
れ
の
欧
」
を
合
唱

し
、
楽
し
く
な
ご
や
か
な
万
囲
気
の
う
ち

に
、
交
流
交
歓
の
目
的
を
達
成
し
て
閉
会

し
ま
し
た。

今
回
の
つ
ど
い
は
、
県
内
で
は
初
め
て

の
試
み
で
あ
っ
た
の
で
、
行
少
年
団
体
指

導
者
の
関
心
を
集
め
る
と
と
も
に
、
ま
た

そ
の
成
果
に
対
す
る
反
響
も
大
き
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

恩
給
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

O
加
算
年
算
入
年
齢
の
引
き
下
げ

恩
給
命
令額
の
基
艇
と
な
る
加
算
年
を
算

入
す
る
年
齢
が
現
在
の
白
歳
以
上
か
ら
印

歳
に
引
き
下
げ
に
な
り
ま
し
た
。

加
算
年
を
含
め
た
在
職
年
が
下
士
官
以

下、

日
年
以
上
の
人
は
、
加
算
改
定
請
求

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

C
出
海
引
の
特
務
土
日
の

似
定
似
給
の
改
善

実
任
胤
年
が
間
山
州
却
年
日
月
初
日
ま
で

に
日
年
以
上
あ
る
川
市仰
悠
の
特
務
士
山
川
お

よ
び
慌
土
日
の
似
定
作
給
が
リ
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

准
土
日
お
よ
び
少
尉

・中
川叫お
よ
び
大
問

3
号
伴

2
号
係

該
当
す
る
万
は
、
次
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

ω印
歳
以
上
で
加
算
改
定
釆
済
の
万
お
よ

ぴ
、
白
歳
以
上
で
改
定
請
求
を
し
て
効

果
の
な
か
っ
た
方
は
、
県
社
会
福
祉
課

ま
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ω的
歳
以
上
で
加
算
改
定
済
の
方
は
、
山

接
次
の
と
こ
ろ
へ
特
務
士
官
等
の
請
求

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（注
）
請
求
用
紙
（
県
庁
社
会
福
祉
課
恩

給
係
に
あ
り
ま
す
。
）
に
思
給
証
曾
を

添
付
し
て
次
の
あ
て
先
へ

東
京
都
新
宿
区
若
松
町
白

総
理
府
恩
給
局
長
あ
て

な
お
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、

県
庁
社
会

福
祉
ぷ
恩
絵
係
（
智

0
7
6
4
日
引
H
4

1
1
1
）
へ
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

県
民
大
学
講
座
で

自
分
を
た
か
め
よ
う

寸

県

民

大

学

i
J

「
移
動
巡
回
秘
座
L

富
山
県
教
育
委
員
会
で
は
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
・
も
、
な
ん
で
も
学
習

で
き
る
機
会
と
場
の
拡
充
を
目
指
す
移
動

巡
回
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

た
び
朝
日
町
で
も
開
講
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
来
聴
く
だ
さ

て
日
時

山
月
幻
自

〈土）

午
後
3
時
1
4時
加
分

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

て

場
所

深
作
光
貞
氏

京
都
精
華
大
学
学
長

演
題
見
直
す
べ
き
日
本
人
の

ρ

乙
乙
ろ
h
q

て
講
削

て

受
講
料

無
斜

第

3
回
下
新
川
郡

ク
ラ
ブ
対
抗
野
球
大
会

会 期
場 日

9
月
日
日
（
日
）

朝
日
町
民
総
合
グ
ラ
ン
ド

貴重
宮決

会崎勝

首体
）協

3 

0 

育
（柳
朝ク
日ラ
）プ

青
年
懇
話
会

2
1
1
知
野
ク
ラ
プ

〈

入

普

）

（

宇

奈

月

）

決

勝宮
崎
体
協

1
1
0
青
年
恕
話
会

第
出
回
国
民
体
育
大
会

秋
季
大
会
出
場
者

沼
崎
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
第
羽
田
国
民

体
育
大
会
秋
季
大
会
に
朝
日
町
か
ら
次
の

方
々
が
出
易
さ
れ
ま
す
。

一
、
レ
ス
リ
ン
グ
竹
内
雅
和

γ
パ
ス
ケ

ァ
ト

山

崎

均
広
田
慎
一
郎

秋
山
秀
樹

(7) 

マ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
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昭和 54年度

寿長町日朝
年 88歳以上えかぞ

大官すいさん

大
関

A説

’t m 

東
’•r·'!I 関

f，。べ 脇

~ t民

• ； ：沿

前
頭

司書

家
F晶牧

耳!U』

ノ＇＊

l明出

西

小 ・司＇-!i
S古 %出

大

菅

す

い

谷

口

ゑ

花

町

ふ

作

仁l

長

出

き

簡

単

原

源

作

結

川

久

保

ち

ょ

沢

必

原

a

，η
，，h 

沢

田

水

弁

際

吉

－
幻

と

3 御

免

機
綱

水

島

谷

大
関

応

山

す

て

折

谷

関
脇

広

回

す

松中

野

勇

平

前 ’ト！!l

頭 t.';tt¥ 

大

平

西

島

2 

青

木

広

次

郎

h
q
q
u
H
H
 

j
 

り’J ．・－c 乙

とみてよ',") と

101 

上

99 

小

町

96 

西
三
浦 更谷入房保王之子山

締
朝
日
町
長

中

川

薙

つちち

下

つつ
上

94 

蛭

。
4 

醤

万

豊

作

94 

羽

5 

水

島

志

9~ 

花

6 

柏

木

ひ

93 

沼

。
7 

大

弁

き

93 

山

。
8 

白
井
伊
－
d
－－門

92 

姪

// 

" .;j 

－、、れし
I

，
、、

ベノ

J
4ノ
’

v

92 

月

。
10 

大

蔵

豊

吉

不
動
堂

// 

11 

内
自
国
よ

。
12 

永

日

時

吉

，ク

13 

山

岡

原

洞

。
14 

双

川

志

92 

lJ 

91 

殿金舟
川
新

金羽本花藤中
三
浦

鴻
町

十
両

心

山

き

ょ

さ

91 

lfif LlJ 山入町房塚

2 

殿

村

つ

ゆ

91 

3 

末

上

ト

91 

と

90 

4 

居

波

房

治

90 

し

90 

イン

コ

底

藤

い

90 90 

の

90 

6 

上

不

き

く

// 

7 

大
久
保
久
五
郎

8 

み〈

城

。

水

島

す

て

。
10 

島

端

を

り

グ

11 

川

合

れ

役

朝
日
町
社
会
福
祉
協
議
会
長

敬

査

朝
日
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

取

朝
円
町
議
会
議
長

扇

谷

隆

一

検

朝

日

町

住

民

福

祉

課

長

行

九
月
十
五
日
調

よよよて弘よた久

g
 
nu 
－
 

98 95 

中
三
浦

94 

笹

94 

草

93 

小

93 92 

宮
本
町

92 

下
山
新

92 

桜

92 

東
下
町

境谷坊

l
 
l
 

J
 

野更町

。
4 

米

正

し

。
5 

阿

部

く

。
6 

閥

熊

と

グ

7 

青

島

い

8 

凶

回

9 

大

島

作

。
10 

小

森

芯

，， 
11 

吉

田

。
日

。
柳

沢

り

。
13 

加

藤

す

。
14 

村

上

せなつ
の

91 

蛭

ら

91 

く

91 91 

羽殿

のl、

90 

iil 

90 

か

90 90 

窪笹

みて

90 

て

90 90 

藤本

る

本月桜柳

谷町町入山町JI I 旧田間J塚

ねーノよ/ し、

90 

樹
木
下
町

境の
平

90 

中
道
・ト町谷

日

昭
和
五
十
四
年

進

十
両

宮

下

義

孝

。
2 

山

崎

み

よ

3 

大

蔵

市

次

郎

。
4 

江

測

つ

5 

藤

田

源

次

郎

6 

尾

崎

亀

松

7 

佐

渡

も

り

8 

水

野

源

太

郎

9 

下

鳥

半

吉

。
10 

平

寂

き

ょ

。
日

川

上

の

まふ

89 

大

89 

西
下
町

89 

南
保
越

89 

山
崎
越

89 

桜

89 

西
下
吋

88 88 

上
横
尾

38 

蛭
老

90 

上

90 

舟
川
新

89 

羽

89 

竹
の
内

89 

舟
川
新

89 

上

89 

草

89 

月

88 

平
柳

88 

，， 

88 

商用
三
浦 町入!BJ 野山

。
12 

門

口

つ

。
13 

大

平

繁

次

。
14 

平

崎

み

。
15 

越
底
佐
之
助 るよ

88 

(8) 

金

山

88 

宮
本
町

88 

中
道
一
卜

88 

下
隣
地

－「し
－「ノ

朝
日
町
老
人
ク
ラ
ブ

連

会

勧

£』
~ 

朝
日
町
住
民

福
祉
課

。
12 

大

平

み

グ

13 

江

湖

ふ

。
14 

水

島

// 

15 

藤

井

つ
いじ－じよ

88 

上
道
下

88 

竹
の
内

88 

境

88 

上
倒
尾
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郷
土
の
伝
説

西

東

常
光

大
寺

の
様

泊
、
中
町
の
常
光
寺
第
内
に
一
本
の

大
穆
が
あ
る
。

目
通
り
約
6
M
、
高
さ
約
お
M
ぐ
ら
い

樹
高
は
約
制
作
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

大
木
に
は
伝
説
は
っ
き
も
の
で
、

こ

の
樹
に
も
い
く
つ
か
の
伝
説
が
あ
る。

仰
と
の
附
の
綬
元
よ
り
少
し
上
の
所
に

附
子
供
が
は
い
れ
る
く
ら
い
の
穴
が
あ
り

酬
沓
ム
ジ
ナ
が
住
ま
い
し
て
い
た
。

問

乙

の

ム
ジ
ナ
は
、
時
々
樹
の
下
を
通

削
る
人
々
に
小
使
を
か
け
て
化
か
し
た
と

酬
い
う
。

開

普

か

ら
ム
ジ
ナ
に
小
便
を
か
け
ら
れ

刷
る
と
佑
か
さ
れ
、
か
け
ら
れ
な
い
と
化

聞
か
さ
れ
な
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
人
々

さ報一一一一一あ一広.~11132草 a " a自一一・一－－－－－・3・・使・a町

光

｜｜ 

I
 

，
 l
 

J
｛
 

は
ζ

の
樹
の
下
を
通
る
と
き
小
使
を
か

け
ら
て
化
か
さ
れ
な
い
よ
う
、
ま
じ
な

い
に
刻
物
を
頭
の
上
に
か
ざ
し
て
通
っ

た
と
い
う
。

一小
保
年
間

〈
1
平
市
年
J
前
年
）
に

日
本
三
大
山川
織
の

一
つ
の
援
本
織
が
架

設
さ
れ
る
と
き
、
叩仰
が
山
側
の
栃
木
と
し

て
伐
採
し
よ
う
と
し
た
が
、
長
年
漁
削

が
舟
の
帰
路
の

Rmの
紛
で
大
事
な
も

の
だ
と
…以
願
し
た
た
め
切
ら
れ
る
ζ
と

が
免
ぬ
が
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
、
明
治

家
頃
に
文
部
省
が
天
然
記
念
物
の
調
査

に
も
お
と
ず
れ
た
予
が
あ
る
と
い
う
れ
剛

高
い
純
で

あ

る

。

側

一

（
写
真
は
常
光
寺
の
大
限
d

｜町 営工事入山況 延長 4伽 一 湖6輔装工事 （南保地

工期 9月19日～iO月31日 延 畏 360πt 

0城山線アスフ 71レト舗淀訴訟工事 （宮 内） I 
｜ 崎地内） 工輔 9悶 円 i 
： ー 10 0万円以上 一 工繍 905万円 工 期 9月19日～10月3旧 ｜ 
｜ 工期 9月19日～10月31日 延 長 822.2111 I 
I O不動立史跡公園新設工穆（不動堂地内）
i 延長 540m 。南保地区農道第4・7・9号舗装工事 ！
I 工明貨 1. 780万円I 工期恥3月20日 O農村総合附／レ時 〈脚内〉 ！ 

c集落道1号線舗装工事（金山地内） 工事費 640万円 ； 
O椋道府JI山線側1的改良工＠（山附地内〉 工 期 9月19日～iO月31日 I ． 工事費 450万円l 工事貨 679万円 延 長 495.lm i 

I 工期 9月19日～10月31日
E 工期 8月30日～10月31日I 延長 417.5m o鴨 池 区 民 蹴10開袋駅南帥i
O高齢者生きがいセンター工事〈槻山地 。農道第17号舗装工事（積水池内〉 内） ー

内） 工事費 叩O万円 ！ 
工事費 375万円

。取付道路工事 工期 9月19～3月10日 工期 9月19日～10月3旧 ｜ 
工事費 570万円 延長 390m 延長 419.2m I 
工期 8月30日～3月25日 。農道知3号制工事 制 J地内） C町道小吏2号側幅改良工事（小更地 ！

。槻山在鰍工事 工事費 3悶 円 内） ｜ 
工事貧 2.998万円 工期 9月27日～10月30日 工事費 996万円 ； 
工 期 8月30日～3月25日 延 長 277.Sm 工期 9月27日～3月10「l I 

延長 142.5m ; 
。湿気設備工襲 。農業集落道8号改良工郁〈越地内〉 I 
工事貨 238.8万円 工事費 450万円 O泊小学館内運動場床貼工事〈泊地内〉 ！

工 期 8月30日～3月25日 工期 9月27日～11月20日 工事費 248万円 ｜ 
工 期 9月26R～10月5日 ！ 。給排水術生設備工明 延長 217m

工家賃 688万円 O非縞助農道路弘＇jj·J~業 「ー一一一一一一一一－一一－ I 
｜ 工 期 間日 ～3月25日 ι山崎地区農道第5号舗琵工ド （山崎地 i 本町の人口 i i 
i O高締下野線γスフ 71レト舗装新設工事 内） ! 男 9.093 i i 
I （高野地内） 工事貧 548万円 I I 

l 女 10.229 i I l工事費 260万円 工期 91JI9日～10凡31H ! I i工 期 9.f-J19 8～10月31円 延 f.~ 5伽 ！計 19 322 , I 
延 長 208.67凡 。南側 区農 蹄5~ ；－細工療 （長野地 ； 世帯数 4.974 11 

・0越町南保線アスフ 7J＼／ ト舗装新設工事 内） I I 

l＿竺こ一一一一一土土－一一ーヒ三主主二三！] 1万円 -10月31日

(9) 
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新
着
図
書
案
内

制
日
町
立
中
央
図
・官館

・

ー
山
川
内
の
秋
で
す

図
書
館
の
利
用
を
l

読
副
首
遁
間
〈
叩
月
幻
自
！
日
月
9
日〉

た
く
さ
ん
購
入
し
た
本
の
中
か
ら
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
気
軽
に
図
惜
別
館
へ

賜 29 0 s; 

一
般
図
・

図
説
日
本
の
古
典

現
代
日
本
美
人
画
全
集

働
き
ざ
か
り
の
か
ら
だ
学

現
代
俳
句
入
門

酔
っ
ぱ
ら
い
読

本

陸

法
隆
寺
を
支
え
た
木

北
陸
四
季
の
寺

富
山
県
の
民
話

位
界
の
野
生
動
物

・ボ
ン
・
「
に
ポ
ン
・？

ひさあ報一一ー・広• 11132• 8月S目
一一一一一一，13・・E使..可．．．．．

相談ごとご案内

骨十

冊

平

凡

社

集

英

社

水

野

盛

山比谷
七
菜
子

宮口
行
淳
之
介
編

西
岡
常
一
一
外

井

上

雪

黒

板

宿

治

パ
ジ

フ
イ
カ

Y

J

H

K

 

談

時第2火砲日
午前：0時～午後3時

場 所朝日町福祉七ンター

相談員川上腐ー（雪3-0050)

相政A行

口

凶作バ
の

恋

句

東

明

雅

火

熊

作
清

一
郎

世
直
し

佐
々
木
潤
之
介

茶
の
文
化
史

村

井

康

彦

他
康
管
理
ン
リ
1
ズ

6
m
高

綿

密

店

子
供
た
ち
の
担
づ

上
、
下
本
田
勝
一

編

帰

ら

ざ

る

日

々

ア

リ

ス

小

説

愚
者
の
夜

や
ま
あ
い
の
盟

結
附
志
願

旅
路
上
、
下

夜
間
飛
行
殺
人
事
件

相
死
相
愛

日
ノ
影
村
の

一
族

修
維
の
峠

制
収
の
mv

．
、
二

ぬ
の
以
上
、
下

金
問
炎
上

番
呉
川
の
旅

結
婚
の
凹
奈

死
紋
段

自
治
の
女

女
の
当
日
唱
一

ム人権法律相談

時 10月16日、1i月2c::g,
午後 1時～午後 4時

場 所朝日町個祉センター

相談白人権擁護要員

上回：/fr. 二 （含~－－0127)
伝日：r-ti芳（舎2-2164)
必野三郎（舎2ー1034)

臼

青
野

氏

重

兼

芳

子

森

村

桂

池
波
正
太
郎

西
村
京
太
郎

森

符

誠

一

五
木

寛
之

西

村

内

行

司
九
遼
太
郎

五

木

寛

之

主

よ

勉

山
中
小
突
昌

平

岩

弓

技

芯
将
ぷ
一

平
岩

リ
技

富
島

ょ
矢

相 談

時忽巡.J:1；記日

午前iC時～午後 3時
所朝日町福祉センター

（含3ー0576)

f、心配ごと

日

児
童
・

ま
い
ご
に
な
っ
た
そ
う
、
ひ
よ
こ
の
え
ほ

ん
、
な
ん
で
も
ぽ
い
、

ハ
ン
．h
l
ク
つ
く

ろ
う
よ
、
海
鼠
た
ん
け
ん
、
お
ば
け
の
パ

l
バ
パ
パ
、
あ
い
た
た
せ
ん
せ
い
、
あ
め

だ
ま
を
た
べ
た
ラ
イ
オ
ン
、
ね
ず
み
く
ん

の
チ

コ
ツ
キ
、
だ
っ
て
だ
っ
て
の
お
ば
あ

さ
ん
、
お
ふ
ろ
の
な
か
で
は
つ
く
し
ょ
ん

、
れ
け
だ
し
た
ジ

J
l
カ
1
、
な
に
を
た

べ
て
き
た
の
、
ス
ー
パ
ー
ウ
サ
キ
、
と
ん

ぼ
の
う
ん
ど
う
か
い
、
ま
め
と
す
み
と
わ

ら
の
は
な
し
、

き
つ
ね
の
は
ぶ
ら
し

一一日
県
立
国
側
M

館
の
協
力
に
よ
り
嶋
段
協
、

笹
川
電
子
工
業
所
、
山
崎
公
民
飢
そ
れ
ぞ

れ
百
冊
ぐ
ら
い
の
本
が
配
的
し
で
あ
り
ま

ず
か
ら
刺
川
く
だ
さ
い
e

八
今
月
の
税
金
V

町
県
民
税

（第
三
期
分
）
忘
れ

ず
に
納
め
玄
し
よ
う
。

場

6交通事故巡回相談

①日 時第3月曜日

年前10時～午後 3H~ 
場所 見部市中央公民館

①日時第3水H：臼
午前10時～午後3時

羽所県魚印総合庁舎内

魚au也nL~！民相淡室

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
福
祉
の
た
め
に
と
、
次
の
か
た
が

た
か
ら
議
窓
の
預
託
が
あ
り
ま
し
た
。

円、
道
．ト

平

崎

栄
作
さ
ん
よ
り
亡
父
品別級

さ
ん
の
供
獲
の
た
め
、
香
典
い
し
の一

部
5
万
円

マ
荒
川
浦
田
与
三
次
さ
ん
よ
り
1
万
川

マ
東
成
野

岡
本
高
率
く
ん
よ
り
拾
得
均

お
ゆ
で
従
乞

趨
〈
ωva

〈昭
羽
U
A
年

9
月
日
刊
現
宝
）

お
す
こ
や
か
に

（赤
ち
ゃ
ん
誕
生

J

宮
崎

橋
向
町

－M
T1
4
 

ー
」間判

束
車
野

西
町

西
町

西
川Mmm町

松山内
町

上
泊
下

長
野

羽
入

山
崎
新

殿
町

組氷長近 岩南約石 到 来 氷 水 熊 加
一 口津 藤 田保山 黒津上島島 谷 原

武忠政康 純拐勝 途 和秀 正 光
雄 則行広誠 二 宏久彦設弘彦樹雄

長長長 二ニ長二長 長 長 二長 二 二
男男女男 女女女女男女女男男女

京
子卓

お
盛

里
実
子

真
紀
子聡

真
実

麻
由

美
里

朋
豆

洋
一

志
保翼

俊
英

ハノ
ι
ハU
8
U寸

報
労
金
を
5
百
円

栄
町
水
下

Y
司
さ
ん
よ
り
3
万
円

マ
小
川
温
泉
貸
間
部
よ
り
3
干
4
百
日
円

て
五
ケ
庄
姉
人
会
よ
り
雑
布
4
百
回
枚

マ
境

と
く
名
さ
ん
よ
り
1
円、

5
円
玉

硬
貨
千
3
百
科
円

、
上

町

下
沢
久
子
さ
ん
よ
り
衣
類
別
点

．
境

水
品
熊
次
郎
さ
ん
よ
り
朝
日
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ

5
千
円
、
下
新
川

郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ

5
千
円
、
朝

日
町
活
・
抵
銀
行
へ

1
万
円
を
誕
生
日
献

金
と
し
て
指
定
寄
附

。。

お
し
あ
わ
せ
に

。
清
士
可

中

国

婚

連 下

沢

英

麗明

お

く

や

み

O
説

。

笹

川

O
神
田
町

O
西
下
町

O
弥
生
町

O
上

町

O
清
水
町

O
平
柳
二

O
山
崎
新

O
殿

町

O
殿

町

O
金

山

O
藤

塚

死

亡
）

山

口

み
よ
（
卯）

竹

内

と

み
（
臼〉

山

田

よ

ね

（花）

飽

谷
忠
太
郎
（
邸）

近

江

伊

三
松
〈
刊
〉

尼

崎
や
よ
〈
邸
）

藤
条
界
巧
（
的
）

平
野
や
よ
〈
白
）

山
口
一
枝
（
加
〉

渡
辺
み
の
る
（
特
）

臆
熊
作
松
（
行
〉

住

吉

林

作

（
加）

山
岡
ざ
と
（
市
）
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男
性
は

6
人
に

1
人
が
異
常

性
別
で
は
、
男
性
は
日
・
5
訂
（
ね
人
に

1
人
）
女
牲
は
u
v
h
（
m－
4
人
に
1
人

）
が
「
異
常
」
者
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
問
を
飲
む
級
会
の
多
い

男
性
に
や
は
り
「
異
常
」
者
が
多
く
、
こ

の
う
ち
検
夜
値
切
断
単
位
以
上
の
「
要
注
意

」
者
が
U
v
h
（はい

・
9
人
に
1
人）

も
い

ま
し
た。

年
令
断
級
別
に
み
る
と
、
女
性
は
叩
歳

代
に
な
っ
て
急
激
に
「
契
伶
」
者
が
多
く

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
男
性
は
叩
歳

代
に
な
る
と
急
倣
に
「
異
常
」
者
が
多
く

な
っ
て
お
り
、
な
か
で
も
「
要
注
意
」
者

は
4
倍
以
上
に
槽
え
て
い
ま
す
。

肝
臓
を
守
る
日
常
の
注
意

ド川陥
’は、

栄
養
素
を
か
ら
だ
に
必
要
な

a令絡VH笠竜lj,_;, • G 0 T ゆIT.
の費常者の割合
・un.；内 曹 fB 事

「

物
質
に
再
編
成
し
て
全
身
に
送
る
仕
事
と

解
毒
す
る
作
用
を
主
に、

私
述

ωか
ら
だ

を
密
か
ら
守
る
大
切
な
働
き
を
し
て
い
ま

す。
大
切
な
肝
臓
を
守
る
た
め
に
、
円
常
生

活
で
は
次
の
こ
と
に
注
惑
し
ま
し
ょ
う
。

し
す
分
な
睡
眠
と
休
誌
を
と
り
ま
し
ょ
う

2
栄
盤
側
の
高
い
食
ベ
物
を
多
く
と
リ
ま

し
よ
う。

舟
の
さ
さ
身
、

自
身
の
魚
、
卵
、
牛

刷れ
や
乳
製
品
、
納
豆
や
豆
腐
な
ど
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
れ
極
ビ
タ
ミ

ン
を
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

3
楢
の
飲
み
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

肝
臓
の
悪
く
な
い
人
で
も
、

一
日
に

3
合
以
上
欽
み
続
け
る
と
危
険
坑
に
入

る
と
言
わ
れ
ま
す
。

酒
は
百
薬
の
長
と

も
一日
わ
れ
ま
す
が
、
ほ
ど
ほ
ど
が
大
切

で
す
。

rj健
康
意
識
の
高
ま
り

j
j、

特
結

核

検

診
M
W

・
6
計

M

循
環
器
検
診
似
・3
m
h

昭
和
白
年
度
の
結
該
住
民
検
診、

循
出

器
i
次
検
診
は
9
月
で
終
了
し
ま
し
た
が

そ
の
受
診
状
況
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま

し
た
。結

核
検
鈴
は
、
受
診
一年
前
・
6
v
h
で
、

日
年
度
よ
り
U
V引
下
が
り
ま
し
た
が
、
昭

和
U
年
以
降
連
続
同
年
間
的
折
以
上
の
受

診
半
と
な
り
ま
し
た
（
制
官
以
上
受
診
率

は
臼
年
以
降
連
続
引
年
）

循
環
器
倹
診
は
、
臼
年
度
の
叩

・

6
r

を
大
幅
に
上
ま
わ
る
臼
・
3
v
h
の
受
診
不

と
な
り
ま
し
た
。

地
区
別
受
診
率
は
別
表
の
と
お
り
で
す

が
、
今
年
度
は
金

m区
が

叩
析
を
よ
ま
わ
り
ま
し
た

年
代
別
で
は
、
上
に
な
る

ほ
ど
受
必
率
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
行
年
代
と

も
昨
年
度
よ
り
上
ま
わ
っ

て
お
り
、
昨
年
度
は
や
や

低
か
っ
た
泊
歳
以
下
が
印

．

4rか
ら
一
気
に
叩

・

4
v
hと
上
が
っ
た
の
が
目

立
ち
志
す
。

こ
の
よ
う
な

高
受
診
率
は
、
町
民
の
健

康
意
識
の
高
ま
り
を
一
示
す

も
の
と
し
て
誠
に
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
。

な
お
、
循
環
器
検
診
の

集
計
結
果
は
、
ま
と
ま
り

次
第
、
地
区
巡
回
講
座
や

町
広
報
紙
上
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

一

江

主

3
一十
一
L
L
8一十一

4

一
一
一
し
一
十

．一

一選比一同
E
m

－－ζ
弓
一

兄

一次
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一色

1

7

一

一i
一
「一
F

一
｝
一
一

s
一

民

一1
一桝
一洲
一仙
一洲
一けり
一伸
一E

U
一何
百
一
U
一矧
一

診

一器一受
一
ι

一

一

一

一

一

一

受
一環
I
L
L
・

－

－

－

一

一

鍛
一町
一開
拓
広
一部
－

Z
一似
一m
w
一去
一
均
一

勧
仁
出
ド
1
1
1
！ー一し
i

！ぃ↑
こ

環

一一
三
J
h

ぺ

十

一

↓

一一

－

循

γ
一
銭
高
一川
い

M

M
一M
M
一川
い
一
M
一日一

核

一1
一受一
9
49

9

9

9

一9
9
a2

9

1

1

一

結
一線
引
1

i
l
－－
－ーで

イ
ゴ

一

度

一良
一割
一以
4

一日
ヨ
喝
一日
行
げ
一η
一n
一尚一

年

一主
一軍
一切
引

3
一%一引
一U
wm

豆
半
主
主

主引
R
h
J
ト

！

汁

a

1

一i
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弥

一4
一数
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Z
E
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f
一t
一笹
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一三
ぉ
一η
一戸
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幻
幻
一日一幻
一明一

一
副

十

一
一
ム
ル
一E
一匹
目

可

也
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一
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一
円

π…1
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J

圃
咽
－

a圃
他
の
土
地
へ
行
く
と
熱
が
な
い
、
あ
っ
て
も
微
熱
と
い
う

九

J

，H開舵
圃

飲
み
氷
が
あ
わ
な
い
と
き
は
、
素
人
判
断
で
持
参
の
救
急
薬

、

～

．

層

面

こ
と
が
あ
る
し
、

冷

を
服
用
し
て
も
か
ま
わ
な
い
で
し
ょ
う

～

r

・E
E
E
E
た
い
も
の
の
食
べ
す
食
事
は
も
ち
ろ
ん
や
わ
ら
か
い
も
の
を
川

r

ぎ
、
寝
冷
え
、
食
中
毒
な
ど
で
下
痢
を
下
痢
の
と
き
水
分
を
制
限
す
る
人
が
い

』

～
す
る
と
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
ま
す
が
、
乙
れ
は
ま
ち
が
い
で
す
。

～

（

閉

じ

下

痢

で

も

下

痢

で

水

分

が

失

マ

川
食
中
毒
に
よ

る

も

わ

れ

、

軍

く

な

る

J

～
の
か
、
暴
飲
暴
食

旅

先

と

下

痢

と
脱
水
症
状
を
お

（

九
か
ら
の

下

痢

か

判

こ

し

、

病

状

を

懇

／

）
断
は
困
難
で
す
。
そ
こ
で、

一
つ
の
目
化
さ
せ
ま
す
。
湯
ざ
ま
し
な
ど
を
少
し
J

～
安
と
し
て
熱
が
あ
る
か
ど
う
か
調
べ
ま
ず
つ
何
回
も
飲
ま
せ
ま
す
。

（

）
す
。
下
痢
に
却
、
犯
度
の
高
熱
が
加
わ
旅
行
前
に
下
痢
を
し
た
場
合
は
、

た
p

d

る
よ
う
な
ら
要
注
意
、
旅
行
中
で
も
計
と
え
経
く
て
も
治
る
ま
で
出
発
を
見
合
へ

）
画
を
変
更
し
て
医
附
の
手
当
を
受
け
て
わ
せ
、
静
饗
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
～

J

く
だ
さ
い
。
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事業案内の月1 1 みんなの保健｜

月児 検 診I54年 8月生

量！日 8月生

誕Is2 if: s月生
時 φ

守合151 f~ 6月化
I "f川

級！妊

考備区地象対

‘ 
会間

午前
9:30～10:30 

時日（曜）i 者象対業耳際

:3カ

母 l援

母子 手 帳持診区地全保健センター22@ 

1.500円

母子手帳持参

。々。

午後
1 :oo～3:00 

15@ 検111 
JL; 

po 
歳1

検

3

母

子

保

健

検査糾。

。

泊病院
整 形 外 制

保証.I'.i・ ンター

午前
10:30～11 :30 

午後
1 :30～3:00 

午後
1 :oo～2:30 

22 @ 

79 ~め

脱

月

’l
 

J
2
3
 

i
 
jJ 

関

員品

// // // 30 R ／~1l 学親

入羽谷蛭蛭 谷 分 校'FHif 
g:oo～10:30’ ＠ 9 

成
800円検査料崎宮生活改普センター。13’幻者t:?! •·-行う診検問集巨j

人

検査料

保南
f! I 央農 臨
南 保 支所

dク

午後
1 :30～3:00 

20 @ 

病

650円庄

民

家

地

大

全

大家圧小学校

保住.I'.センター
f同if

9:30～i 1 :oo 

19⑪ 

4ぬ6 

者

市明者

（品1f 人）

4程行t~ト
II争’

陀 LU体以教出

検人品。
予

防

境．宮崎．笹川
泊．五箇圧．南保

，， 
午後

1 :30～3:00 

20 ()() 

百日ぜき ・シソテリ

ア ・＠z傷風3種似合

予

防

接

種
五箇庄．山崎
大家LL南保

28寸：通知のある人

；；~~業センター

円
月
の
健
康
相
談

時 場
問所

保
健
セ
ン
タ
ー

午
後
1
時

t
3時

育
児
網
絞
日
8
日

（木）

乳
・
幼
児
の
発
育

・
発
達
、
栄
養
方
法

（
離
乳
食
等
〉
、
生
前
餓
皮
、
し
つ
け

そ
の
他
健
康
の
こ
と

成
人
病
相
駁
H
2
日

（金
）、

幻
日

（火
V

間
血
．比
症
な
ど
に
お
け
る
け
常
生
日
の

過
ご
し
万
、
成
人
病
の
予
防
等

老
人
相
駁
日
叩
日

〈月
）

日
常
生
活
の
過
ご
し
刀
、
病
気
の
万
の

服
姿
相
談
等

栄
養
相
桜
H
幻
日
〈
水
）

肥
満
等
と
栄
養
の
と
り

μ、
制
相
以
糾

・

内川胤．此
・ぃ
祉
等
の
食
事
開
法
令

愛
の
献
血

協
力
者
芳
名

ー

8
月
実
純
分
l

袋
地
区

市
山
砧
前

一
、
水
防
健
治
、
大
平

仁
山
、
中
小
品
強
、
水
島
正
問
、
水
島
津

川
、
－
K
一山
と
し
え
、
級
住
い
い
ト
仲
川
、
水
町

利
降
、
水
島
秀
博

宮
崎
地
区

別
義
妓
て
凶
谷
川
f
、
水

尚
久
夫

笹
川
地
区

勝
田
誠
て
長
井
正
附
、
口

介
斉
、
竹
内
秀
孝
、
．
北
井
真
相川美

泊
一

区
高
松
隆
則
、
土
居
勝
彦
、
山
本

制
一一
一、
高
絞
良
治
、
藤
条
利
川
、
双
川

正
如
、
岡
川
精
久
、
島
端
健
一
、

出
円

夫
、
宮
成
三
久、

藤
沢
久
夫
、
佐
々
木

秀
賞
、
上
演
渡

泊
二
区

川
端
幸
子
、

岡
静
男
、
島
田
久

志
、
荒
尾
ヤ
ス
子
、
氷
見
千
佳
子
、
川

崎
小
、
野
口
問阿賀
子
、
仙
名
三
雄
、
長

州
孝
司
、
米
川
幸
雄
、
藤
田
利
向
、
紅

一江花

一、

簡単充

m、
米
間
真
弓
、
上
川

正
問
、
河
村
正
人
、
畑
瀬
年
明
、
上
原

正
俊
、
舘
光
行
、
伊
藤
友
文
、
大
西
宮

英
在
、
稲
場
幸
治

泊
三
区

西
島
泉
、
績
山
誠
、
橘
ま
る
み

福
島
加
津
子
、
小
松
武
義
、
平
川
友
成

平
川
雑
秀
、
飢
豊
子
、
金
沢
弥
範
、
小

桜
．一．千
子
、
平
坂
康
子
、
谷
口
純
一

、

山
川
智
忠
子
、
松
崎
容
江
、
大
平
美
子

平
沢

一
問
、
川
瀬
雄
治
、
吉
江
勝
一江
、

古
沢
悦
子
、
附
下
俗
文
、
村
問
清

五
箇
庄
地
区

永
弁
鱒
裕
、
河
村
淳
子
、

中
川
正
弘
、
長
谷
川
年
男
、
佐
波
山
、

谷
口
労
倍
、
山
手
理
一
息
子
、
永
介
加
は
門

知
繁
山
、
広
凶
克
美
‘
追
分
由
美
子
、

南
戊
美
f
、
重
野
弘
、
重
り
久
千
、
佐

渡
内
側
刷
、
河
内
利
怒

南
保
地
区

川
合
い
し
サ
ヱ
、
道
周
年
子
、

中
村
山
川
戸
、
小
島
雅
子
、
勝
旗
凶
人
、

米
任
正
雌

山
崎
地
区

水
野
と
み
、
上
村
ス
マ

－＼

上
村
口
走
、
水
口
了
、
水
野
光
雄
、
水

野
敏
問
、
本
川
．
芳
、
安
遼
忠
、
秋
山
秀

故

川
、
刷
一
容
子
、
仙
れ
恒
好
、
九
鬼
俊

事

作
、
安
法
悦
．
九
日

通

大
家
庄
地
仮

住
吉
一
慎
二
、
広
川

．郎、

佼

合
森
与
徳
、
山
水
克
実
、
広
川
箆
次
、

日

道
．ト
仁
、
山
口
美
知
子
、
由
井
昌
子、

川

藤
川
由
央
子
、
由
弁
千
m
M
子
、
前
川
川

月

前
、
山
氷
解如、

衆
衛
門
美
子
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1
2
3行
、


